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　当行の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書につきましては、金融商品取引法第193条
の2第1項の規定に基づき新日本有限責任監査法人の監査証明を受けております。次の中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動
計算書は、上記の中間財務諸表に基づいて作成しております。
　
　
■中間貸借対照表

（単位：百万円）

区分 平成26年度中間期末
（平成26年9月30日）

平成27年度中間期末
（平成27年9月30日）

資産の部

現金預け金 200,416 173,908

コールローン 6,094 599

買入金銭債権 4,089 3,325

特定取引資産 9 ―

金銭の信託 446 408

有価証券 645,842 653,180

貸出金 1,311,430 1,366,555

外国為替 2,983 4,427

その他資産 10,584 11,178

その他の資産 10,584 11,178

有形固定資産 24,295 24,964

無形固定資産 1,894 2,369

支払承諾見返 12,782 12,022

貸倒引当金 △ 13,054 △ 12,788

資産の部合計 2,207,814 2,240,153

区分 平成26年度中間期末
（平成26年9月30日）

平成27年度中間期末
（平成27年9月30日）

負債の部

預金 1,983,003 2,035,307

譲渡性預金 15,765 18,811

コールマネー 16,417 7,797

債券貸借取引受入担保金 14,653 4,333

借用金 15,553 15,431

外国為替 122 75

その他負債 26,158 24,435

未払法人税等 836 1,400

資産除去債務 252 267

その他の負債 25,069 22,767

賞与引当金 667 663

退職給付引当金 12,853 5,972

睡眠預金払戻損失引当金 191 169

繰延税金負債 100 896

再評価に係る繰延税金負債 4,720 4,262

支払承諾 12,782 12,022

負債の部合計 2,102,990 2,130,180

純資産の部

資本金 16,062 16,062

資本剰余金 11,374 11,374

資本準備金 11,374 11,374

利益剰余金 57,878 59,918

利益準備金 14,926 14,926

その他利益剰余金 42,952 44,991

別途積立金 36,800 38,800

固定資産圧縮積立金 236 248

繰越利益剰余金 5,915 5,943

自己株式 △ 1,221 △ 1,203

株主資本合計 84,093 86,151

その他有価証券評価差額金 13,001 15,575

土地再評価差額金 7,601 8,084

評価・換算差額等合計 20,603 23,660

新株予約権 127 161

純資産の部合計 104,824 109,973

負債及び純資産の部合計 2,207,814 2,240,153
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■中間損益計算書
（単位：百万円）

区分 平成26年度中間期
（自 平成26年4月1日 至 平成26年9月30日）

平成27年度中間期
（自 平成27年4月1日 至 平成27年9月30日）

経常収益 20,479 24,061

資金運用収益 12,974 13,769

（うち貸出金利息） （9,464） （9,352）

（うち有価証券利息配当金） （3,347） （4,315）

信託報酬 1 1

役務取引等収益 3,226 3,225

特定取引収益 29 86

その他業務収益 3,657 6,346

その他経常収益 588 632

経常費用 16,158 19,328

資金調達費用 680 697

（うち預金利息） （514） （527）

役務取引等費用 1,592 1,716

その他業務費用 1,472 4,504

営業経費 12,265 11,828

その他経常費用 147 581

経常利益 4,320 4,733

特別利益 152 ―

固定資産処分益 152 ―

特別損失 37 44

固定資産処分損 10 42

減損損失 26 2

税引前中間純利益 4,435 4,689

法人税、住民税及び事業税 931 1,716

法人税等調整額 378 △ 144

法人税等合計 1,309 1,571

中間純利益 3,126 3,117
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■中間株主資本等変動計算書
平成26年度中間期（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） （単位：百万円）

株主資本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金
合計 利益準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合計別途積立金 固定資産圧縮積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 16,062 11,374 11,374 14,926 32,800 137 6,853 54,718
会計方針の変更による
累積的影響額 698 698

会計方針の変更を反映した
当期首残高 16,062 11,374 11,374 14,926 32,800 137 7,552 55,417

当中間期変動額
剰余金の配当 △ 667 △ 667
中間純利益 3,126 3,126
自己株式の取得
自己株式の処分 △ 0 △ 0
別途積立金の積立 4,000 △ 4,000 ―
固定資産圧縮積立金の積立 98 △ 98 ―
土地再評価差額金の取崩 2 2
株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 ― ― ― ― 4,000 98 △ 1,637 2,461
当中間期末残高 16,062 11,374 11,374 14,926 36,800 236 5,915 57,878
　

株主資本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計

自己株式 株主資本合計 その他有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △ 1,220 80,934 12,480 7,604 20,084 73 101,092
会計方針の変更による
累積的影響額 698 698

会計方針の変更を反映した
当期首残高 △ 1,220 81,633 12,480 7,604 20,084 73 101,791

当中間期変動額
剰余金の配当 △ 667 △ 667
中間純利益 3,126 3,126
自己株式の取得 △ 1 △ 1 △ 1
自己株式の処分 0 0 0
別途積立金の積立 ― ―
固定資産圧縮積立金の積立 ― ―
土地再評価差額金の取崩 2 2
株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純額） 521 △ 2 518 53 572

当中間期変動額合計 △ 0 2,460 521 △ 2 518 53 3,033
当中間期末残高 △ 1,221 84,093 13,001 7,601 20,603 127 104,824
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平成27年度中間期（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） （単位：百万円）
株主資本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金
合計 利益準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合計別途積立金 固定資産圧縮積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 16,062 11,374 11,374 14,926 36,800 248 5,499 57,474
会計方針の変更による
累積的影響額 ― ―

会計方針の変更を反映した
当期首残高 16,062 11,374 11,374 14,926 36,800 248 5,499 57,474

当中間期変動額
剰余金の配当 △ 667 △ 667
中間純利益 3,117 3,117
自己株式の取得
自己株式の処分 △ 6 △ 6
別途積立金の積立 2,000 △ 2,000 ―
固定資産圧縮積立金の積立
土地再評価差額金の取崩
株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 ― ― ― ― 2,000 ― 443 2,443
当中間期末残高 16,062 11,374 11,374 14,926 38,800 248 5,943 59,918
　

株主資本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計

自己株式 株主資本合計 その他有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △ 1,223 83,688 21,202 8,084 29,287 127 113,103
会計方針の変更による
累積的影響額 ― ―

会計方針の変更を反映した
当期首残高 △ 1,223 83,688 21,202 8,084 29,287 127 113,103

当中間期変動額
剰余金の配当 △ 667 △ 667
中間純利益 3,117 3,117
自己株式の取得 △ 1 △ 1 △ 1
自己株式の処分 21 15 15
別途積立金の積立 ― ―
固定資産圧縮積立金の積立
土地再評価差額金の取崩
株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純額） △ 5,626 △ 5,626 33 △ 5,592

当中間期変動額合計 19 2,463 △ 5,626 ― △ 5,626 33 △ 3,129
当中間期末残高 △ 1,203 86,151 15,575 8,084 23,660 161 109,973
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■注記事項（平成27年度中間期）
（重要な会計方針）
１．特定取引資産・負債の評価基準及び収益・費用の計上基準

金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標に係る短
期的な変動、市場間の格差等を利用して利益を得る等の目的（以下、
「特定取引目的」という。）の取引については、取引の約定時点を基準と
し、中間貸借対照表上「特定取引資産」及び「特定取引負債」に計上す
るとともに、当該取引からの損益を中間損益計算書上「特定取引収益」
及び「特定取引費用」に計上しております。
特定取引資産及び特定取引負債の評価は、有価証券及び金銭債権等に
ついては中間決算日の時価により、先物・オプション取引等の派生商品
については中間決算日において決済したものとみなした額により行って
おります。
また、特定取引収益及び特定取引費用の損益計上は、当中間会計期間

中の受払利息等に、有価証券及び金銭債権等については前事業年度末と
当中間会計期間末における評価損益の増減額を、派生商品については前
事業年度末と当中間会計期間末におけるみなし決済からの損益相当額の
増減額を加えております。

２．有価証券の評価基準及び評価方法
⑴ 有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法によ
る償却原価法（定額法）、子会社株式及び関連会社株式については移
動平均法による原価法、投資事業有限責任組合への出資については、
組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を
基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法、その他有価証券につい
ては原則として中間決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は
主として移動平均法により算定）、ただし時価を把握することが極め
て困難と認められるものについては移動平均法による原価法により行
っております。
なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法に
より処理しております。
⑵ 有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財
産として運用されている有価証券の評価は、時価法により行っており
ます。

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
デリバティブ取引（特定取引目的の取引を除く。）の評価は、時価法

により行っております。

４．固定資産の減価償却の方法
⑴ 有形固定資産
有形固定資産は、定率法（ただし、平成10年４月１日以後に取得
した建物（建物附属設備を除く。）については定額法）を採用し、年
間減価償却費見積額を期間により按分し計上しております。
また、主な耐用年数は次のとおりであります。
建 物：３年～60年
その他：２年～20年

⑵ 無形固定資産
無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用
のソフトウェアについては、行内における利用可能期間（５年）に基
づいて償却しております。

５．引当金の計上基準
⑴ 貸倒引当金
貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり
計上しております。
「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金
の監査に関する実務指針」（日本公認会計士協会銀行等監査特別委員
会報告第４号 平成24年７月４日）に規定する正常先債権及び要注
意先債権に相当する債権については、一定の種類毎に分類し、過去の
一定期間における各々の貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき
計上しております。破綻懸念先債権に相当する債権については、債権
額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除
し、その残額のうち必要と認める額を計上しております。破綻先債権
及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、担保の
処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額を計上
しております。
すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署の協
力の下に資産査定部署が資産査定を実施しております。

⑵ 賞与引当金
賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対
する賞与の支給見込額のうち、当中間会計期間に帰属する額を計上し
ております。
⑶ 退職給付引当金
退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末
における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当中間会計期
間末において発生していると認められる額を計上しております。ま
た、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当中間会計期間
末までの期間に帰属させる方法については給付算定式基準によってお
ります。なお、過去勤務費用及び数理計算上の差異の損益処理方法は
次のとおりであります。
過去勤務費用：その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の

年数（５年）による定額法により損益処理
数理計算上の差異：各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期

間内の一定の年数（５年）による定額法により
按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から
損益処理

⑷ 睡眠預金払戻損失引当金
睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預
金者からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に応じて発生する
損失を見積り必要と認める額を計上しております。

６．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建資産・負債は、中間決算日の為替相場による円換算額を付して
おります。

７．リース取引の処理方法
所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が
平成20年４月１日前に開始する事業年度に属するものについては、通
常の賃貸借取引に準じた会計処理によっております。

８．ヘッジ会計の方法
（イ）金利リスク・ヘッジ

金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方
法は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び
監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第
24号 平成14年２月13日）に規定する繰延ヘッジによっており
ます。ヘッジ有効性評価の方法については、相場変動を相殺する
ヘッジについて、ヘッジ対象となる貸出金とヘッジ手段である金
利スワップ取引を一定の（残存）期間毎にグルーピングのうえ特
定し評価しております。
なお、一部の資産については、金利スワップの特例処理を行っ
ております。

（ロ）為替変動リスク・ヘッジ
外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッ
ジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関す
る会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委
員会報告第25号 平成14年７月29日）に規定する繰延ヘッジに
よっております。
ヘッジ有効性評価の方法については、外貨建金銭債権債務等の
為替変動リスクを減殺する目的で行う通貨スワップ取引及び為替
スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭
債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在す
ることを確認することによりヘッジの有効性を評価しております。
また、外貨建その他有価証券（債券以外）の為替変動リスクを
ヘッジするため、事前にヘッジ対象となる外貨建有価証券の銘柄
を特定し、当該外貨建有価証券について外貨ベースで取得原価以
上の直先負債が存在していること等を条件に包括ヘッジとして時
価ヘッジを適用しております。

９．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項
⑴ 退職給付に係る会計処理
退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の
会計処理の方法は、中間連結財務諸表におけるこれらの会計処理の方
法と異なっております。
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⑵ 消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税（以下、「消費税等」という。）の会計処理
は、税抜方式によっております。ただし、有形固定資産に係る控除対
象外消費税等は当中間会計期間の費用に計上しております。

（会計方針の変更）
「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13
日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25
年９月13日）等を、当中間会計期間から適用し、取得関連費用を発生し
た事業年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当中間
会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の
確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する中間会計期間
の中間財務諸表に反映させる方法に変更いたします。
なお、繰越利益剰余金、経常利益及び税引前中間純利益、並びに１株当
たり純資産額、１株当たり中間純利益金額に与える影響はありません。

（中間貸借対照表関係）
１．関係会社の株式又は出資金の総額
株 式 113百万円
出資金 746百万円

２．貸出金のうち破綻先債権額及び延滞債権額は次のとおりであります。
破綻先債権額 1,135百万円
延滞債権額 30,263百万円
なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続し
ていることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込み
がないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った
部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税
法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号のイからホま
でに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であ
ります。
また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及
び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予
した貸出金以外の貸出金であります。
３．貸出金のうち３カ月以上延滞債権額は次のとおりであります。
３カ月以上延滞債権額 ―百万円
なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日
の翌日から３月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該
当しないものであります。
４．貸出金のうち貸出条件緩和債権額は次のとおりであります。
貸出条件緩和債権額 4,004百万円
なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ること
を目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放
棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延
滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しないものであります。

５．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和
債権額の合計額は次のとおりであります。
合計額 35,403百万円
なお、上記２.から５.に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額で
あります。
６．手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上
及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第24
号 平成14年２月13日）に基づき金融取引として処理しております。
これにより受け入れた商業手形及び買入外国為替等は、売却又は（再）
担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面
金額は次のとおりであります。

8,357百万円

７．担保に供している資産は次のとおりであります。
担保に供している資産
有価証券 6,903百万円

担保資産に対応する債務
預金 3,471百万円
債券貸借取引受入担保金 4,333百万円

上記のほか、為替決済、デリバティブ等の取引の担保あるいは先物取
引証拠金等の代用として、次のものを差し入れております。
有価証券 82,342百万円
また、その他の資産には、保証金が含まれておりますが、その金額は
次のとおりであります。
保証金 1,157百万円

８．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客か
らの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について
違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約で
あります。これらの契約に係る融資未実行残高は次のとおりでありま
す。
融資未実行残高 510,456百万円
うち原契約期間が１年以内のもの 509,806百万円
（又は任意の時期に無条件で取消可能なもの）
なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものである
ため、融資未実行残高そのものが必ずしも当行の将来のキャッシュ・フ
ローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金
融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行が
実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることがで
きる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じ
て不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に（半年
毎に）予め定めている行内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に
応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。
９．借用金には、他の債務よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付
された劣後特約付借入金が含まれております。
劣後特約付借入金 15,000百万円

10．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条
第３項）による社債に対する当行の保証債務の額

1,230百万円

（中間損益計算書関係）
１．その他経常収益には、次のものを含んでおります。
株式等売却益 232百万円

２．減価償却実施額は次のとおりであります。
有形固定資産 425百万円
無形固定資産 293百万円

３．その他経常費用には、次のものを含んでおります。
貸倒引当金繰入額 443百万円

（有価証券関係）
時価を把握することが極めて困難と認められる子会社株式及び関連会社

株式の中間貸借対照表計上額
（単位：百万円）

当中間会計期間
（平成27年９月30日）

子会社株式 112
関連会社株式 1
投資事業組合出資金 746
合 計 860

（注）子会社株式及び関連会社株式等については、市場価格がなく、時価
を把握することが極めて困難と認められるものであります。

（重要な後発事象）
該当事項はありません。
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■主要な経営指標等の推移
（単位：百万円）

第85期中間期
（平成25年9月）

第86期中間期
（平成26年9月）

第87期中間期
（平成27年9月）

第85期
（平成26年3月）

第86期
（平成27年3月）

経常収益 22,277 20,479 24,061 42,000 40,871

うち信託報酬 1 1 1 3 3

経常利益 5,096 4,320 4,733 7,449 5,657

中間純利益 3,360 3,126 3,117 ― ―

当期純利益 ― ― ― 4,954 3,266
資本金
（発行済株式総数）

16,062
（171,359千株）

16,062
（171,359千株）

16,062
（171,359千株）

16,062
（171,359千株）

16,062
（171,359千株）

純資産額 99,901 104,824 109,973 101,092 113,103

総資産額 2,150,522 2,207,814 2,240,153 2,222,830 2,303,267

預金残高 1,933,174 1,983,003 2,035,307 2,018,784 2,083,597

貸出金残高 1,245,341 1,311,430 1,366,555 1,288,715 1,345,089

有価証券残高 647,758 645,842 653,180 634,219 679,080

1株当たり配当額 3.00円 3.00円 3.50円 7.00円 7.00円
従業員数
［外、平均臨時従業員数］

1,421人
［345］

1,433人
［343］

1,438人
［342］

1,395人
［344］

1,407人
［343］

信託財産額 684 685 685 686 685

信託勘定貸出金残高 ― ― ― ― ―

信託勘定有価証券残高 ― ― ― ― ―

単体自己資本比率（国内基準）（バーゼルⅡ） 11.25％ ― ― ― ―

単体自己資本比率（国内基準）（バーゼルⅢ） ― 10.48％ 9.47％ 10.55％ 9.63％
　

（注）1．消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
2．従業員数は、嘱託、臨時従業員及び出向者を含んでおりません。
3．平均臨時従業員数は、当行の所定労働時間に換算し算出しております。
4．信託財産額は、「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づく信託業務に係る信託財産額を記載しております。
5．単体自己資本比率は、銀行法第14条の2の規定に基づく平成18年金融庁告示第19号に定められた算式に基づき算出しております。当行は、国内基準を採用しておりま
す。なお、平成26年３月期より、バーゼルⅢベースで算出しております。

■大株主一覧
（平成27年9月30日現在）

氏名又は名称 所有株式数 発行済株式総数に対
する所有株式数の割合

明治安田生命保険相互会社 7,969千株 4.65％
佐賀銀行行員持株会 6,431 3.75
株式会社十八銀行 5,223 3.04
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 4,224 2.46
日本生命保険相互会社 3,806 2.22
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,519 2.05
株式会社肥後銀行 3,479 2.03
株式会社福岡銀行 3,075 1.79
CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO
（常任代理人 シティバンク銀行株式会社） 3,022 1.76

住友生命保険相互会社 2,813 1.64
計 43,562 25.42

　

（注）当行は、自己株式として4,397千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合2.56％）を所有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
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